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中川運河堀止船だまり
（集合・出発）
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「発見！水の文化」
船でめぐる名古屋の水辺 ～堀川・中川運河編～  クルージングコース
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当日は天気に恵まれ、心地よい水辺を感じながらの実施となり
ました。講師の解説を通じて堀川・中川運河の水辺の歴史や文
化、発展に向けた取り組みなどを知ることで、 水と人とのかかわ
りを感じることができました。

参加者の皆さんからは、「通船門を通り実際にしくみを体験で
きおもしろかったです」「大変わかりやすい説明で楽しめました」

「名古屋にずっと住んでいるが知らないことも多く勉強になりま
した」などの感想をいただきました。参加者の皆さん、ありがと
うございました。

また、当日の様子は当センターのホームページでも公開中で
す。ぜひご覧ください！

http://www.mizu.gr.jp/hakken/houkoku/

センター活動報告

堀川・中川運河をめぐって
「水辺の歴史と文化」学ぶ

水位差のある名古屋
港と中川運河をつな
ぐ役目を果たす中川
口通船門

水質が年々回復して
いる中川運河。カヌ
ーを楽しむ人たちの
姿も

400 年ほど前につく
られた堀川。左岸と
右岸で取扱品が異な
っていた

昭和 7 年ごろから昭
和 43 年ごろまで堀
川と中川運河の水位
差を調整していた松
重閘門

2019 年11月30 日（土）、愛知県名古屋市にて第14 回「発
見！水の文化」イベントを実施しました。今回の「発見！水の文
化」は、2018 年に引き続き、一般社団法人中川運河キャナ
ルアートの協力を得て実施しました。中川運河と堀川を一気に
巡ることのできる特別コースを 2 艘の船に分かれ、講師の川
地正教さん、柳田哲雄さんの解説を聞きながらめぐりました。

午後の部 集合写真

船でめぐる名古屋の水辺～堀川・中川運河編～開催
――2019 年11月30 日（土）  　午前の部 9:20-11:40　午後の部 13:00-15:20

	 講師：	川地	正教（かわち まさかず）さん
  一般社団法人中川運河キャナルアート 理事　川地建築設計室 主宰

	 	柳田	哲雄（やなぎだ てつお）さん
  NPO 法人伊勢湾フォーラム

	参加者数：	総勢	58名

第14回「発見！水の文化」
Webで公開中！
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い
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得
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水の文化  Information
■ 『水の文化』に関する情報をお寄せください
 本誌『水の文化』では、今後も引き続き「人と水のかかわ

り」に焦点をあてた活動や調査・研究などを紹介していき
ます。

 ユニークな水の文化楽習活動や、「水の文化」にかかわる
地域に根ざした調査や研究がありましたら、自薦・他薦を問
いませんので、事務局まで情報をお寄せください。

■ ホームページのお問い合わせ欄をご利用ください。
 http://www.mizu.gr.jp/

■ 水の文化 バックナンバーをホームページで
 本誌はホームページからPDFファイルとしてダウンロード

できるほか、冊子をご希望の方はホームページの「最新号
のお申し込みボタン」からお申し込みいただけます。どうぞ
ご利用ください。

■ 「水にかかわる生活意識調査」 ホームページで公開中
 20年以上にわたり、ほぼ同じ内容で日常生活と水とのかかわ

りや意識、水と文化に関する生活意識調査を実施していま
す。結果はすべて公開していますので、ぜひご活用ください。
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ミツカン水の文化センター機関誌

水の文化 第64号
ホームページアドレス

http://www.mizu.gr.jp/

※禁無断転載複写転売

『水の文化』64号について、アンケートにご協力ください。
今後の機関誌をよりよくしていくための参考にさせていただきます。

◆アンケートへの回答はこちらから。
http://www.mizu.gr.jp/form64.html

皆さまの感想を
お待ちしています ！

※アンケート用紙をお持ちの方は、FAXまたはメールにて
下記へご返信いただく形でも結構です。

ＦＡＸ：03-3568-4025
メールアドレス：mizubun@mizu.gr.jp


